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       　  第28回「ふるさと春日井学」研究フォーラム
ﾃｰﾏ『ふるさと春日井の特色ある文化―書の魅力　Ⅰ―』
　６月７日（日）市民活動支援センター（ささえ愛センター）において「ふるさと春日井学」研究フォーラムをテーマ『ふるさと春日井の特色ある文化－書の魅力－』で開催しました。講演は、春日井市道風記念館長　落合　哲氏『ふるさと春日井の特色ある文化－書の魅力Ⅰ－』と題して、書の魅力について、わかりやすく解説していただきました。「書の魅。「まちづくり」応援のための「ふるさと春日井の特色ある文化」書の魅力3回シリーズの第一弾にあたる講演でした。
　春日井市道風記念館は1981(昭和56)年11月1日に開館した。小野道風の偉業を讃え、末永く後世に伝えたいと、全国的にも数少ない書専門の美術館として、また書道史の研究施設として誕生した。落合哲氏は1985(昭和60)年からこの記念館に勤務され、定年退職後も、引き続き館長として勤務されている。大学では歴史を学んでいて、書の専門家ではなかったという。何が書いてあるかもわからなかったが、書の魅力がわかるようになったのは、記念館に勤めて様々な書に出合ってからだという。そういう経歴から、「書はわからない」という多くの人の声に応えようとする視点で講演されました。
市民20名の参加がありました。
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発表者：落合　哲　氏　　　　　　　　　プロジェクターで解説される落合　氏
－発表要旨－
Ⅰ　「書はわからない」という人が多いが、「なぜ書はわからないか?」
書の面白さ　　感じた、感じない　　書の内容　　わかった、わからない　　→　　　書がわかる
　書の見方は、①何が書いてあるか　②書が面白いか、美しいか(書きぶり)　の2点である。しかし、何が書いてあるかがわからないという人が多いが、「わかる」わけではない。作者も題名も手元の資料印刷物にはない。レジュメの最後にまとめて作者と作品名をそっと書かれていた。作者や題明にとらわれないで感じる配慮である。)をスライドで見せながら、ミレーやダリ、ミロ、ポロックの絵は本当は描かれた細部まで見ているわけでなく、知識としての既成概念で見ているのではないか。いろいろ絵の説明をされ、結局、絵も本当はよくわからないというのが真相ではないか。その意味するところは、「書はわかるものではなく、感じるものである」と導かれ、では「どうすれば感じることができるのか」のテーマに進まれた。
　「書は文字を読むものではない。何が書いてあるかがわかれば、その書がわかるということではない。何が書いてあるかわからなくても、その書の面白さ・美しさを感じることがある。つまり、書は『わかる』ものではなく、『感じる』ものである。」とまとめられた。
Ⅱ　どうすれば感じられるか
　①書を感じる感性　②書に関する知識　が必要だが、感性をもった人は稀だ。また、感性は鍛えられるものであるが、書に対する知識によってわかっていくのではないか。と絵画との違いからの「書の特徴」と「書の鑑賞のポイント」を説明された。
　絵画との違いに着目し、「書の特徴」を列挙された。①言語を題材とする　②文字の制約(形・筆順)　③一回性(書き直せない)　④余白(塗りつぶさない)　の4点。
　その書の特徴から、次の5点が「書の鑑賞のポイント」になる。①文字の美しさ　②連綿の美しさ　③書のリズムの美しさ　④墨色の美しさ　⑤余白の美しさ　である。
　41作品の写真が資料として提供され、鑑賞のポイントを具体的に説明された。最初は、楷書の四大家の一人欧陽詢(おうようじゅん)の「九成宮醴泉銘」の楷書文字。小中学校の教科書でお手本として載っているという。7世記のものだが、美しい楷書の例だ。次に、王羲之(おうぎし)の「十七帖」と呼ばれる手紙の草書文字。3つめは、小野道風の「屏風土台」の和様の書。「山中感懐」の漢詩の中で、「叫」「暮」「啼」の「はね」の特徴や「右払い」の尖りがないところ、「縦画(かく)」のかなりの長さに特徴があると説明され、「確かに!」と思わされた。4つ目は、伝道風筆「小島切」で、連綿の美しさ、流れるつながりの美しさが感じ取れる。5つ目は、伝道風筆の継色紙。春日井市民会館の緞帳になっているもの。もともとは本になっていたものをバラして2枚を継ぎ貼っている。歌の上の部分が三角形に構成され、余白をつくる。6つ目は、道風記念館所蔵の尾上柴舟(おのえさいしゅう)の作品は左上と右下に三角形の余白がある。余白の美しさの例である。注)柴舟は平安時代の草仮名研究で業績。歌人で国文学者、書家。1876-1957。
　7つ目は、山崎大抱(1991年没、86歳、手島右卿を師)の、いわゆる現代書である。にじみとかすれの作品。筆の遅さ・速さがわかり、柔らかい筆で、濃い墨を使っているいることがわかるという。にじみは遅く、かすれは速く書いている。8つ目は、小野道風筆の「玉泉帖」である。長い巻物の最後の部分。いつもの字ではないので、これで好きだとか嫌いだとか言わないでと書いているという。他にこんな書きぶりはない。変化に富んだ書きぶりだ。作品という言葉がなかった時代にすごいと思うと語られた。9つ目は、貞政少登(しょうと)の二文字の作品。きれいな水色のような青墨で書かれているという。「大」の字の横画は先に書かれているのに、上に乗っているように見えるとのこと。この墨は松の木を燃やして取った煤(すす)からできた墨を使っている。薄い墨がありふれた形で使われるようになったのは戦後のことだという。濃い墨は赤っぽいものを使う。薄い墨といっても、よく磨(す)って、それを薄めて使うそうだ。注)貞政少登は手島右卿のまな弟子。「墨の研究家」として知られる。
　10番目は、伝藤原公任(きんとう、966-1041)筆「石山切」の書。紙の美しさの例で、色の違う紙をすこしずつずらし、重ねて貼られている。
Ⅲ　漢字の成り立ち　
　漢字は歴史的にみると、　篆書　→　隷書　→　草書　→　行書　→　楷書　の順に作られてきた。楷書が一番新しいことに注目。
　中国では地域によって違う字だった。秦の始皇帝が全国統一の文字を使わせた。これが小篆である。報告書にはこれを使わせた。竹では書きにくい字だった。ヨコは真横に、タテはまっすぐタテに、下級役人(隷)ガ書きやすいようにした字だ。漢の時代になって整った字になった。もっと速く書くために草書が生まれた。
　作品15は、西川寧(やすし、字は安叔、1902-1989)の篆書である。注)金石学者、中国文学者、書道史学者。作品16は中野蘭疇(1908-2001)の書。作品17は珍しい浅野啓道の書。注)『抄釈麒麟抄』はこの人の口語解釈。道風展などの審査員。作品18は貫名菘翁(ぬきなすうおう、名は苞=しげる、1778-1863)の書。江戸時代の終わり、和様の書が類型化し、誰でも使えるようになった。一方で、これに反発し、中国書に行く者もでた。注)貫名菘翁は二王(王羲之、王献之)の正しい伝統を確実に把握することに努めた。「幕末の三筆」と呼ばれ、近世第一の能書家。
　作品19は、川村驥山(きざん、1882-1969)の作品。「狂った草書」と評されるとか。長野県篠ノ井に驥山館(駅から徒歩10分)がある。注)「純朴な楷書、豹変する狂草」といわれ、漂白する魂を表現する。世俗を超越した。書道界で初めて日本芸術院賞を受賞。
Ⅳ　仮名の成り立ち
　仮名は、万葉仮名　→　草仮名　→　平仮名　へと変遷。漢文では伝わらない日本の細かな心情を漢字の音だけ借りて日本の言葉を伝える。仮名に対して漢字を真名と呼ぶ。
　作品20は、伝紀貫之筆桂本万葉集を書す。平安時代の終わりの桂本は日本で一番古いもので、一字一音を使うものは本当に少ない。作品21は、伝道風筆秋萩帖。「安来破記乃下多者…」は平安時代中頃の草仮名、草書体になっている。作品22は、伝紀貫之筆高野切。
「ゆきのきにふりかゝれるよめる」は「由支乃幾爾不利可々礼留与女留」の草仮名で、字母を一つの歌に4~6も使い分けている。万葉の時代はもっとたくさん使ったが、明治時代に入って、政府が1つに決めた(明治33年)。使われなくなったものが変体仮名である。
Ⅴ　古筆と古筆見の鑑定は時間の都合で省く
Ⅵ　「書は人なり」か
　本当にそうなのか?　答はない!　優れた人格でもその人の書はつまらないことがある。総合的にみて問題のある人の書いた優れた書がある。どちらが正しいかはわからない。
　国文学資料・国史学資料では、書かれている内容は何か、誰が書いたのかの真偽が問題とされる。美術資料・古筆学資料では、「美術品」として、優れた筆跡であるか、いつごろ書かれたかが問題となる。誰が書いたのかは要素ではない。骨董品では、誰が書いたのか、珍しいものかで価値が変わる。結論として、本当に美しいものなのかが重要である。
Ⅶ　近現代書の「美しい書」とは
　作品24は日下部鳴鶴の書。中国から入ってきた「新しい書」にあこがれ、「新しい書」を書き始められた。作品25は比田井天来の書。「新」の字を長く伸ばして「見所」を作っている。芸術性を高めた人。また、教育者としても優れた人であった。注)現代書道の父。
　作品26は金子鴎亭(1906-2001)が牧水の詩を書にしたもの。これまでの伝統的な書ではなく、現代の人の詩を現代の人がわかるように書いた「近代詩文書」。作品27は手島右卿(てしまゆうけい、1901-1987)の書。四方八方に筆を駆使している書である。注)天来の門下、昭和の三筆。
　作品28は桑原翠邦の書。古典こそ大切だと臨書研究を重視。作品29は比田井南谷の「作品64-1」(1964年の第1作目)。文字ではない書。書的な線で書かれているのが書と、書の形にとらわれない前衛の書。作品30は戸田提山(1917-2004)の書。一文字だけを書くことを考えた人。この作品は山のように見える山の字を書いた。偶然のにじみから、思うようににじんだものを選んで作品としている。手島右卿に師事。現代書を専門。作品31は柴田雪香の書。山頭火の句の内容と一体となった書。以下略す。
（記録：塚田　忠雄）

OPINION　『WEB SITEにみる「道風の風景」』
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「市民のつぶやきとして一言！」上記の「道風くん」のデザインは、「書のまち春日井」のPRに活躍している様々な表情をしたマスコットデザインの一部です。春日井市の公式ホームページを開けばこのような関連情報は容易に知ることができます。まさに情報時代の効果です。しかし、書道芸術、書道文化、書道の歴史も含めた書道トータルの意識の上に「書のまち春日井」が受容されていかなければ本当の意味での「書のまち」は形づくられては行きません。道風くんだけが「かわいい」「カッコイイ」といわれて人気先行の一人歩きしているだけではいけません。中味の伴った「書のまち春日井」をアピールすることが肝心だと思います。名刺に道風くんを印刷している以上、少なくとも行政に携わる人達が小野道風について「語れる」ようにしておいてもらいたいものです。その意味で市内小学校38校中22校で１年生から書道に親しむ学校教育が取り入れられたことは大きな前進ですし、特色ある地域づくりとして注目されます。（文責：河地　清）

次回　「ふるさと春日井学」研究フォーラム（案内）            第30回
『ふるさと春日井の特色ある文化―「書の魅力」Ⅲ―』
日  時：平成27年8月9日（日）13:30～15:30（第２週目の日曜日）
場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室　　　　　　　　　
　フォーラム内容：生活文化の中に「書の魅力」はどのように生かされているのでしょうか
色々な書の楽しみ方・・・続きはFORUMで

　　　　　　　発表者：安達　柏亭　氏（愛知教育大学講師・書家）

（各回非会員の方のみ資料代500円徴収させて頂きます。）
　　　　　　　　　　　　　　　　第２回
　　「ふるさと春日井学」巡検バスツアー（案内）
「道風縁地-小野道風終焉の地を訪ねる-」

日　時・集合：2015.9.25(金)　出発　JR神 領駅(南側)　　ローソン前　7:30
                              JR春日井駅(北側) 愛知銀行前 7:40-45
行程：　東名高速道路春日井IC→(途中、名神SAでトイレ休憩)　 →京都東IC 
　　　　→京都市内街路→162号線(周山街道) →杉坂口→11:00　道風神社（見学１、小野神社) 12:00→周山街道を戻り、12:30妙心寺花園会館で昼食～13:30  市街地を横切り東山地区へ→14:00高台寺(見学2、道風が亡くなった雲居寺のあった所、雲居庵として名を残す)～15:30→15:50井筒八橋本舗でお買い物　→名神京都東ICより帰路→春日井IC→春日井駅18:15頃着　　神領駅18:30頃着
費用　：昼食(2千円)・保険込み1万1千円　　申込〆切り７月初(申込金1千円)　　　　　　　　　　　　　　　　　
定員；　25名　　
見学1　京都北区杉坂に「武大神」を祀る小さな祠あり。祭神は小野道風朝臣。
見学2　小野道風の亡くなったところは雲居寺。高台寺の入口右手に雲居庵がある。道風終焉の地とされている。その風景を見る。　
	                            　 －きりとり－

	申込書：名前（　　　　　　　　　）住所（〒　　　　　　　　　　　　　　）  


連絡先：（　　　　　　　　　　　）
		

	金.1,000円也
（9/25道風バスツアー申し込み金として）　　　
平成27年　　月　　　日
「ふるさと春日井学」研究フォーラム　　印
　
務局：〒486-0825　春日井市中央通り2-9　TEL・FAX0568-82-5973　会長　 河地　清
                      mail address:kawachi-k@mb.ccnw.ne.jp
かすがい市民活動情報ｻｲﾄ：http://kasugai.genki365.net/
　　ふるさと春日井学検索
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